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第５章

よこはま・私たちがつくるまち

国
際
都
市
・
横
浜
の

実
現
に
向
け
て

進
む
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

　
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
、
旧
ソ
連
の
崩
壊
、
湾
岸

戦
争
な
ど
、
世
界
の
政
治
・
経
済
の
激
動
の
場
面

が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
通
じ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
私
た
ち
の
茶
の
間
や
オ
フ
ィ
ス
に
伝
え
ら
れ
る

時
代
と
な
っ
た
。
ま
た
、
工
ネ
ル
ギ
ー
、
木
材
な

ど
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
食
糧
自
給
率
の
低
下
に

つ
れ
て
肉
、
果
物
、
野
菜
な
ど
の
食
料
品
の
輸
入

も
増
加
、
い
ま
や
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
か
な
り

の
部
分
が
外
国
産
品
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
一
方
、
年
間
一
千
万
人
を
超
え
る
海
外
旅
行
者

を
は
じ
め
、
企
業
の
海
外
進
出
・
海
外
投
資
や
自

動
車
、
電
化
製
品
な
ど
の
輸
出
に
よ
り
、
日
本
か

ら
海
外
に
向
け
て
も
、
多
く
の
人
・
も
の
・
情
報

が
送
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
日
ほ

ど
日
本
が
国
際
的
な
相
互
依
存
関
係
の
た
だ
中
に

身
を
置
い
た
時
代
は
な
く
、
国
際
化
の
波
は
着
実

に
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
浸
透
し
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
国
際
交
流
活
動
の
活
発
化
や
外
国
人
、
帰
国
児

童
・
生
徒
の
増
大
な
ど
、
経
済
だ
け
で
な
く
社
会

全
体
の
国
際
化
が
急
激
に
進
展
す
る
中
で
、
人
々

の
暮
ら
し
は
否
応
な
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
い
ま
、

行
政
の
総
合
的
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
も
ま
た
新
た
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
、

田
際
的
活
力
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
歩

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

開
港
都
市
・
横
浜
の
都
市
戦
略

　
横
浜
市
は
開
港
百
三
十
余
年
の
歴
史
の
中
で
、

た
え
ず
日
本
の
国
際
化
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
全

国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
海
外
か
ら
の
技
術
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
早
く
か
ら
国
際
化
時
代
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
つ
ね
に

開
か
れ
た
都
市
の
伝
統
を
も
と
に
活
動
を
展
開
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
横

浜
な
ら
で
は
の
独
白
の
国
際
化
の
施
策
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ
り
方

や
諸
外
国
と
の
関
わ
り
方
の
方
向
を
見
定
め
、
都

市
戦
略
を
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区

を
中
心
と
す
る
臨
海
部
で
は
、
国
際
的
な
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
横

浜
国
際
平
和
会
議
場
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

施
設
な
ど
の
整
備
と
、
大
規
模
な
国
際
会
議
の
誘

致
・
支
援
、
国
際
機
関
の
誘
致
、
高
度
情
報
通
信

基
盤
の
整
備
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
な
ど
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
た
外
資
系
企
業
の
誘
致
も
積
極
的

に
進
め
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
提
供

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
、
首
都
圏
の
中

核
都
市
と
し
て
、
東
京
と
の
業
務
機
能
・
国
際
機

能
の
分
担
を
め
ざ
し
て
い
る
。

外
国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

　
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
国
際
化
と
は
ど
ん
な
状
態

を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
か
つ
て
は
、
外
国
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た

り
異
国
情
緒
の
あ
る
こ
と
が
、
国
際
化
の
進
ん
だ

都
市
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
経
済
や
社
会
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化

が
進
ん
だ
い
ま
、
国
際
化
の
意
味
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
い
ま
は
、
そ
の
都
市
が
外
国
人
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
市
民
が

外
国
人
を
自
分
た
ち
の
生
活
の
中
に
受
け
入
れ
、

分
け
へ
だ
て
な
く
自
然
体
で
付
き
合
っ
て
い
る
か

ど
う
か
が
、
ま
ち
の
国
際
化
を
測
る
重
要
な
ポ
イ
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ン
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
横
浜
に
は
現
在
、
四
万
六
千
人
の
外
国
人
が
生

活
し
て
い
る
（
平
成
四
年
度
）
。
こ
れ
は
総
人
口

の
一
・
四
％
に
あ
た
り
、
十
年
前
の
昭
和
五
十
七

年
の
二
万
二
千
人
、
〇
・
七
％
と
比
較
す
る
と
、

人
数
的
に
も
比
率
の
上
で
も
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　
外
国
人
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
韓
国
・
朝

鮮
人
で
一
万
六
千
人
、
全
外
国
人
の
三
四
％
を
占

め
、
以
下
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ア
メ
リ
カ
と
続
く
。
最
近
特
に
そ
の
増
加
傾
向
が

著
し
く
、
こ
の
五
年
間
で
約
八
一
％
と
い
う
増
加

ぶ
り
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
最
近
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
違
法
残
留
、
資
格
外
活
動
を
行

う
外
国
人
も
相
当
数
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
横
浜
の
国
際
化
を
考
え
る
と
き
、
横
浜
に
住
む

す
べ
て
の
外
国
人
が
、
市
民
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
現
在
、
横
浜
市
で
は
、
市
内
に
住
む
外
国
人
に

対
し
て
、
生
活
に
密
着
し
た
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
編
集
し
た
英
語
版
、
中
国
語
版
の
「
生

活
情
報
ガ
イ
ド
」
の
配
布
を
は
じ
め
、
本
市
で
も

平
成
五
年
五
月
に
英
語
版
、
中
国
語
版
、
ハ
ン
グ

ル
版
の
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を
発
行
し
た
。
外

国
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
道
路
な
ど
の
標
識
の
整

備
、
外
国
人
相
談
窓
口
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ

た
各
種
生
活
相
談
、
外
国
語
版
の
広
報
紙
の
作
成
、

福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
外
国
語
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
や
留
学
生
へ
の
支
援
な
ど
、
そ
の

施
策
は
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
。

　
例
え
ば
、
外
国
人
市
民
へ
の
生
活
情
報
の
提
供

や
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
活
動
の
場
と
し
て

設
け
ら
れ
た
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
現
在
、
横

浜
市
海
外
交
流
協
会
内
と
保
土
ヶ
谷
区
、
緑
区
の

三
ヵ
所
に
開
設
中
で
、
市
内
に
住
む
外
国
人
が
こ

こ
を
拠
点
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
、
日
本
語
や
日
本
文
化
を
学
ぶ
講
座
や
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
市

民
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
だ
が
、
教
育
、
住
宅
な
ど
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
く
、
さ
ら
に
違

法
残
留
、
資
格
外
活
動
を
行
う
外
国
人
へ
の
対
応

な
ど
十
分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
発
生

し
て
い
る
。

国
際
平
和
は
人
と
ま
ち
の
交
流
か
ら

　
国
際
化
の
流
れ
の
中
で
、
人
の
交
流
が
あ
れ
ば
、

当
然
ま
ち
同
士
の
交
流
も
あ
る
。

　
横
浜
は
現
在
、
世
界
の
八
都
市
と
姉
妹
友
好
都

市
提
携
を
結
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
東
京
都
の
九

都
市
に
次
い
で
多
い
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
（
米
）
、

リ
ョ
ン
（
仏
）
、
ボ
ン
ベ
イ
（
イ
ン
ド
）
、
オ
デ
ッ

サ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
（
カ
ナ
ダ
）
、

マ
ニ
ラ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
上
海
（
中
国
）
、
コ
ン

ス
タ
ン
ツ
ァ
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）
の
八
都
市
の
う
ち
、

七
都
市
と
は
す
で
に
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
で
市

民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、

各
都
市
ご
と
に
八
つ
の
友
好
委
員
会
が
市
民
の
手

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
一
般
市
民
の
一
人
ひ
と
り

が
国
際
交
流
の
に
な
い
手
と
し
て
、
毎
年
、
活
発

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
都
市
レ
ベ
ル
の
国
際
技
術
交
流
・
協
力

と
し
て
、
横
浜
に
事
務
局
を
置
く
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ

日本の風情を味わいに三渓園を訪れた外国人観光客 市民と外国人との交流も盛ん

123



ト
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
間
技
術
協
力
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
や
姉
妹
都
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た

技
術
協
力
も
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
化
に
も
取
り
組
む

た
め
、
全
国
の
自
治
体
や
自
治
省
と
協
力
し
て
、

昭
和
六
十
二
年
か
ら
外
国
青
年
受
け
入
れ
交
流
事

業
も
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
中
国
の

九
ヵ
国
の
青
年
を
日
本
に
招
き
、
外
国
語
教
育
の

充
実
と
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
国
際
化

を
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
四

十
一
名
（
平
成
四
年
度
）
の
青
年
が
来
日
し
、
中

学
・
高
校
で
の
語
学
指
導
や
、
総
務
局
国
際
室
な

ど
で
の
国
際
交
流
事
業
に
従
事
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
の
協
力
を
得
て
、
昭
和
五
十

二
年
か
ら
開
発
途
上
国
か
ら
の
技
術
研
修
生
を
受

け
入
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
、

港
湾
建
設
、
下
水
道
技
術
な
ど
の
分
野
で
研
修
を

行
い
、
国
際
貢
献
に
も
努
め
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
交
流
と
は
別
に
、
横
浜
に
は
も
う
一

つ
の
ま
ち
の
交
流
が
あ
る
。

　
横
浜
は
昭
和
六
十
二
年
、
国
連
本
部
か
ら
「
ピ

ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
国
際
平
和
年
に
あ
た
っ
て
、
世
界
の
平

和
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
都
市
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
機
関
）
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
横
浜
は
広
島

市
、
長
崎
市
と
と
も
に
、
日
本
で
は
最
初
の
認
定

と
な
っ
た
。

　
国
際
平
和
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
全
世
界
、
全

地
球
市
民
が
希
求
し
て
や
ま
な
い
課
題
で
あ
る
。

平
成
三
年
に
は
、
横
浜
国
際
平
和
会
議
場
に
お
い

て
、
「
第
四
回
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
都
市
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
六
カ
国
、
三
十
八
の
ピ

ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
都
市
が
参
加
、
「
国
際
交

流
に
よ
る
相
互
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
討

論
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

　
第
二
次
大
戦
に
よ
る
潰
滅
的
被
害
と
占
領
下
の

時
代
を
経
験
し
た
横
浜
市
民
の
、
平
和
へ
の
関
心

に
は
高
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
先
人
た
ち
は
、

国
際
化
な
ど
と
い
う
言
葉
す
ら
な
か
っ
た
時
代
に

も
、
旺
盛
な
好
奇
心
で
外
国
文
化
に
関
心
を
寄
せ
、

外
国
人
と
親
し
み
、
国
際
交
流
を
行
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
伝
統
を
横
浜
市
民
共
通
の
財
産
と
し
て

受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

市
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
国
際
平
和
を
実
現
す

る
道
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
互
い
を

よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
争
わ
な
い
で
す
む

こ
と
は
多
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
。

二
十
一
世
紀
の
国
際
人
を
育
成

　
そ
れ
に
は
、
直
接
、
外
国
人
と
接
し
、
外
国
文

化
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
持
つ
の
が
い
ち
ば
ん
と
、

現
在
、
市
立
の
す
べ
て
の
高
校
、
九
十
二
の
中
学

校
と
九
十
の
小
学
校
に
外
国
人
講
師
を
派
遣
し
、

さ
ら
に
平
成
五
年
度
に
は
中
学
校
に
全
校
派
遣
を

進
め
る
な
ど
、
国
際
理
解
の
た
め
の
実
際
的
な
教

育
を
展
開
中
で
あ
る
。

　
ま
た
、
教
育
の
現
場
の
新
た
な
課
題
と
し
て
、

海
外
か
ら
の
帰
国
児
童
・
生
徒
や
外
国
人
児
童
の

教
育
問
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
現
在
、
市
内
に
は

帰
国
児
童
・
生
徒
約
千
百
人
、
外
国
人
児
童
・
生

徒
約
二
千
人
が
学
ん
で
お
り
（
平
成
四
年
度
）
、

こ
れ
は
首
都
圏
で
は
東
京
に
つ
い
で
多
い
数
で
あ

る
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
児
童
・
生
徒
の
た
め
に

指
定
校
を
定
め
、
専
任
教
諭
の
配
置
、
帰
国
児
童

・
生
徒
教
育
実
践
推
進
校
の
指
定
、
日
本
語
教
室

の
設
置
な
ど
、
日
本
語
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に
も
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
横
浜
に
は
外
国
人
学
校
が
「
欧
米
」
四

校
、
「
朝
鮮
」
三
校
、
「
中
国
」
二
校
の
九
校
が
あ

り
、
約
二
千
七
百
人
の
児
童
・
生
徒
が
勉
学
に
励

ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
外
国
人
学
校
と
も
、
ス

ポ
ー
ツ
、
音
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ

て
国
際
理
解
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

横
浜
固
有
の
財
産
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
横
浜
に
は
、
長
い
国
際
交
流
の
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
た
進
取
の
気
風
や
開
放
性
、
異
文
化
に
対
す

る
尊
重
の
念
や
温
か
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
寛
容

性
）
を
持
つ
市
民
気
質
と
い
う
大
き
な
財
産
が
あ

る
。
こ
の
豊
か
な
国
際
意
識
を
持
っ
た
市
民
を
基

礎
に
し
て
、
横
浜
固
有
の
伝
統
と
蓄
積
を
都
市
発

展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
化
し
、
活
力
に
満
ち
た
国

際
都
市
へ
と
飛
躍
す
る
と
き
が
き
て
い
る
。
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い
ま
、
国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
と
市
民
の
姿
が
模
索
さ
れ

て
い
る

　
そ
こ
で
、
互
い
に
異
な
る
文
化
を
理
解
し
あ
え

る
豊
か
な
国
際
性
を
身
に
つ
け
た
、
二
十
一
世
紀

に
通
用
す
る
国
際
人
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市
で

は
積
極
的
な
国
際
理
解
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
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